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研究背景
多くの日本語を学ぶ学習生は、日本の文学作品を読んでみたいと思っている。

しかし、学習している言語で文学作品を読むことには困難が伴う。

その理由は、文学作品にはでてこない幅広い語彙と会話などの生きた言語表現が出てく
るからである。
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研究目的
テキストマイニングによる分析を通して、日本文学作品が日本語学習者に適しているか
どうかを検討する。

日本語の学習者を対象とした日本の文学作品をテキストマイニングにより分析する。学
習者の読解難易度を推定し、日本語の学習者に適する文学作品を選ぶ。
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先行研究

河原井、平本、蓬莱 「中世日本文学に対する自然言語処理」、 FIT2018（第 17 回情報科学
技術フォーラム）

自然言語処理技術で日本文学の分野に関する分析の可能性を探究

花畑、青野「語彙と文脈に着目した文学作品の著者推定」、言語処理学会年次大会2019
文学作品の著者の語彙と文脈の特徴に着目した著者推定手法を提案

4



夏目漱石の作品をモデルにした理由
1. 夏目漱石は日本を代表する作家であり、日本の学校の教科書にも作品が載っている。

2. 夏目漱石の作品は外国でも広く知られている。

仮説

上記から、日本語を外国語として学ぶための教科書として適しているのではないか。
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日本語能力試験（JLPT）
日本国際教育支援協会が運営

日本語を母語としない人の日本語能力（文字・語彙・文法など）を測定し認定する試験

である。

日本語能力試験のレベル(n1～n5：上級〜初級)によって、必要となる漢字・語彙の数が

異なる。

➢本研究では、JLPTの主要な単語と文法を判定し基準とする。
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テキストマイニング
単語の出現頻度に基づいて、N１とN2の単語の出現頻度と分布の状況を考察する。

単語間の関係を考察し、文法の構造とその組み合わせを加え、作品における文法の難度
を考察する。

一般的に、文章の長さの平均的な長さを調べてみると、文章の長さが長いほどわかりに
くいと考えられる。

一文に付き文章に出す平均値を考察する。一般的に、文章は長ければ長いほど読みにく
く、読みやすい文章ほどスッキリと短くまとまっている傾向があると思われる。
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提案手法

1. 夏目漱石の作品を中心にして、アンケートを通して、日本語学習者の読解能力に適した難

易度の作品を推定する。

2. 国際日本語能力試験N3からN1までの語彙及び文法を参考にして、アンケートから選んでい

る作品を分析し、教師データを作る。

3. 教師データにより、他の前処理された文学作品(夏目漱石以外の作品)は、N1、N2、N3 の3

つのレベルで判断できる新しいアルゴリズムの提案手法を考察する。
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アンケート例
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アンケートによる難易度の分類

作品 簡単
やや簡
単

普通
やや難
しい

難しい
難易度
決定

吾輩は
猫であ
る

50% 25% 25% 0% 0%簡単

坊っ
ちゃん

0% 25% 50% 25% 0%普通

草枕 0% 0% 0% 25% 75%難しい
虞美人
草

0% 0% 0% 0% 100%難しい

注：今まで4人アンケート例になります
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学習データの設計

作品
n1単語
比率

n2単語
比率

n1文法
比率

n2単語
比率

… 句長
難易度
決定

吾輩は猫
である

簡単

坊っちゃ
ん

普通

草枕 難しい

虞美人草 難しい

…
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入力と出力、構築される学習モデルの関係
入力変数︓ x

N2の単語比率

N1の単語比率

N2の文法比率

N1の文法比率

句長

…
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f(x)

出力変数︓y
作品の難易度
の段階

教師変数︓t
アンケートよる作
品難易度の段階



予定
JLPTのN1コアワード700単語、N2コアワード700単語、N3コアワード600単語、N1コア構文構
造60文、N2コア構文構造90文、N3コア構文50文などを利用する。

夏目漱石の作品は、アンケートによって、簡単、やや簡単、普通、やや難しい及び難しい
五段階に分ける。

夏目漱石の作品から単語難度分布や文法難度分布などを求める。
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